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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  議 会 運 営 委 員 会  

 

２  期   日   

 令 和 ８ 年 １ 月 ２ ９ 日 （ 木 ） ～ １ 月 ３ ０ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） 愛 知 県 知 立 市  

議 会 Ｂ Ｃ Ｐ な ど 議 会 と し て の 災 害 対 応 に つ い て  

（ ２ ） 静 岡 県 袋 井 市  

政 治 倫 理 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

■ 愛 知 県 知 立 市 「 議 会 Ｂ Ｃ Ｐ な ど 議 会 と し て の 災 害 対 応 に つ い

て 」  

・ 議 会 独 自 の 訓 練 （ 発 災 直 後 の 安 否 報 告 ） や 、 そ の た め 議 会 共 通

ア プ リ の 活 用 を 図 っ て い る 点 、 正 副 議 長 の 緊 急 事 態 発 生 時 の 対 応

ま で 位 置 づ け ら れ て い る こ と は 、 本 市 議 会 で も 学 び 、 取 り 入 れ ら

れ る 点 と 思 わ れ た 。  

・ 一 方 、 発 災 内 容 や 規 模 に よ っ て さ ま ざ ま な 異 な る こ と や 、 本 市

消 防 団 員 で も 消 防 団 小 屋 へ の 参 集 の 位 置 づ け だ け で 、 そ の 他 の 活

動 は 本 部 か ら の 指 示 で 動 く こ と な ど を 踏 ま え れ ば 、 詳 細 す ぎ る Ｂ

Ｃ Ｐ よ り は 、 Ａ ４ 表 裏 で 簡 潔 に ま と め た 本 市 議 会 の 取 り 組 み の 利

便 性 の 高 さ を 再 認 識 で き た 。  

 同 時 に 重 要 な 点 は 、 災 害 時 の 縷 々 活 動 よ り も 、 議 員 個 人 と し て

何 を 最 優 先 す べ き な の か 、 そ の 理 由 は 何 な の か を 議 会 基 本 条 例 と

整 合 を あ わ せ 、 議 会 基 本 条 例 に 記 載 し て お く 必 要 が あ る と 思 わ れ

る 。  
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● そ の 他  

・ 知 立 古 城 址 跡 地 の 公 園 に 配 慮 し た 民 間 施 設 （ カ フ ェ な ど ）  

 

 

 

 

 

 

 

 歴 史 的 な 跡 地 を 公 園 に す る の は 全 国 の 自 治 体 で 実 施 さ れ て い る

が 、 そ の 周 辺 の 民 間 住 宅 や 商 業 施 設 が そ の 歴 史 的 価 値 や 景 観 を 最

優 先 し 設 計 ・ 整 備 （ 全 面 ガ ラ ス 張 り で 古 城 址 公 園 を 一 望 で き 、 公

園 と の 一 体 感 ） さ れ て い た 。 大 変 先 進 的 な 取 り 組 み と 思 わ れ る 。  

 一 方 、 知 立 駅 の 高 架 駅 建 設 や 北 口

駅 前 整 備 で 導 入 さ れ て い る デ ザ イ ン

と 、 駅 前 交 番 の デ ザ イ ン の 異 質 感 の

経 緯 に は 大 変 興 味 が わ い た 。 ま た 知

立 駅 北 口 の バ ス ロ ー タ リ ー で は 、 歩

道 部 分 に 切 れ 目 な く 屋 根 が 設 置 さ れ

て お り 、 全 天 候 型 と な っ て お り 、 本 市 で も

参 考 に な る と 思 わ れ る 。  

 

 

 

 

・駅 と 役 所 等 を 結 ぶ ミ ニ バ ス（ 1 回 乗 車 １ ０ ０ 円 ）と 車 内 掲 示（ 川

柳 ）  

ミ ニ バ ス で は 、 車 体 有 料 広 告 制 度

（ h t t p s : / / w w w . c i t y . c h i r y u . a i c h i . j p / m a t e r i a l / f i l e s / g r o u p / 2 0

/ R 7 _ b o s y u y o u k o . p d f） も 整 備 さ れ て い た 。 ま た 、 社 内 で は 親 子 川

柳 も 掲 示 さ れ 、 小 林 一 茶 に 関 係 す る の 本 市 で も 参 考 に な る 取 組 み

https://www.city.chiryu.aichi.jp/material/files/group/20/R7_bosyuyouko.pdf
https://www.city.chiryu.aichi.jp/material/files/group/20/R7_bosyuyouko.pdf
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だ っ た 。  

 

 

 

■ 静 岡 県 袋 井 市 「 政 治 倫 理 条 例 に つ い て 」  

・ ハ ラ ス メ ン ト 等 他 者 へ の 人 権 侵 害 や 、 情 報 発 信 （ Ｓ Ｎ Ｓ 含 む ）

に つ い て 、 条 項 で 位 置 付 け ら れ て お り 、 議 員 間 の 議 論 に 感 銘 を 受

け た 。 ま た 審 査 会 の 運 用 等 、 先 進 議 会 で 学 び 条 例 等 の 継 続 的 な ブ

ラ ッ シ ュ ア ッ プ に 向 け た 取 り 組 み は 敬 服 し た 。  

・ ま た 政 治 倫 理 を 損 な う 疑 い が 生 じ た 際 に 、 調 査 お よ び 審 査 を 行

う 第 ３ 者 機 関 ・ 政 治 倫 理 審 査 会 （ 議 員 の み と せ ず 有 識 者 を 含 む ）

の 設 置 や 、 調 査 お よ び 審 査 を 請 求 で き る 権 利 を 定 め て い る 点 （ 申

請 に は 一 定 の 条 件 あ り ） で は 、 本 市 議 会 で も 具 体 化 が 必 要 と 思 わ

れ た 。  

・ 一 方 、 条 例 だ け を 見 れ ば 、 政 治 家 の 活 動 （ 修 繕 工 事 や カ ー ブ ミ

ラ ー と の 設 置 等 に 対 す る 市 民 要 望 の 進 捗 率 の 報 告 等 ） や 議 会 で の

発 言 （ 行 政 側 の 論 理 や 理 由 付 け に 対 す る 厳 し い 告 発 等 ） 等 の 議 員

活 動 の 自 由 度 に 相 当 な 制 限 が か け ら れ て い る 恐 れ も 否 定 で き な か

っ た 。  

特 に 条 例 で 記 載 さ れ て い る 「 公 正 ・ 公 平 」 と は 市 民 に と っ て の

位 置 づ け と な っ て い る の か 、 ま た 誰 に と っ て の 「 民 主 的 」 と の 記

載 し て い る の か 、 そ も そ も 議 会 基 本 条 例 で 記 載 し て い る 「 二 元 代

表 制 」 と 政 治 倫 理 と し て 求 め て い る 活 動 の 関 係 性 に は 疑 問 点 を 持

た ざ る を 得 な か っ た 。 今 後 当 議 会 で の 議 論 で は 、 「 二 元 代 表 制 」

の 認 識 の バ ラ つ き を 可 能 な 限 り 均 等 化 し て か ら 、 政 治 倫 理 に 対 す

る 議 論 を 深 め る 必 要 が 非 常 に 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。  

● そ の 他  
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・ 役 所 内 に お け る フ ー ド ド ラ イ ブ の 取 り 組 み  

役 所 入 口 に フ ー ド ド ラ イ ブ の ボ ッ ク ス が 設 置

（ １ ヶ 月 間 ） し て い た 。  

 

 

 

 

 

 

・ 景 観 の 取 り 組 み  

袋 井 駅 南 口 で は 区 画 整 理 事 業 が 進 め ら れ

て い る が 、 駅 前 高 層 マ ン シ ョ ン 内 の 自 走 式

駐 車 場 に つ い て は 、 駅 側 の 壁 面 を 景 観 に 即

し て 実 施 さ れ て い た 。ま た 隣 接 し た 建 物 も 、

宿 場 町 を 意 識 し た 設 計・景 観 と な っ て い た 。

今 後 周 辺 の 開 発 が 進 ん で も な お 残 し て ほ し

い 景 観 で あ っ た 。  

・ ジ ュ ニ ア ア ス リ ー ト を 応 援 す る 雑 誌 発 行  

袋 井 市 及 び 浜 松 市 、 公 益 社 団 法 人 協 力 し て 発 行 す る 雑 誌

（ h t t p s : / / j r - a t h l e t e . j p /） が 役 所 内 に も 設 置 し て あ り 、 市 内 の

子 ど も の 頑 張 り が 身 近 な 存 在 と な る と と も に 、 本 市 で も 今 後 話 題

と な る 「 部 活 動 の 地 域 開 放 」 に つ い て 保 護 者 ・ 市 民 へ の 周 知 に 役

立 っ て い た 。  

https://jr-athlete.jp/

